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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線通信システムにおける呼復旧のための方法
および装置を提供する。
【解決手段】移動局３８と基地局３２との間の通信リン
クが故障すると、移動局とインフラ基盤は、潜在的な救
助基地局３４を前準備する。ソースセル基地局は、潜在
的救助者としてすべての復旧可能な隣接基地局に連絡を
取る。各救助基地局は、救助送信のためにデフォルトチ
ャネルを使用するように命令される。救助送信は呼復旧
動作と考えられる。移動局は救助基地局とソフトハンド
オフを確立する。この場合に、ＦＬがデフォルトチャネ
ルと代替チャネルを使用する。ハンドオフが完了すると
、救助基地局はデフォルトチャネルの使用を中止する。
一実施の形態において、ソースセル基地局は、送信中に
かつ通信リンク問題の発生前に、オーバーヘッドとして
、移動局に、復旧可能な隣接基地局のリストを供給する
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の基地局を有し、前記複数の基地局の各々は隣接する基地局からなる隣接基地局セッ
トを有し、前記隣接基地局の各々はデフォルトチャネルを有する無線通信システムにおい
て、下記を具備する方法：
　デフォルトチャネル情報を移動局に送信する；
　呼復旧トリガーの発生を検出する；および
　前記隣接基地局セット内のすべての基地局に各デフォルトチャネル上に送信するように
命令する。
【請求項２】
呼復旧トリガーはＦＬ信号品質が所定のしきい値を下回るとき発生する、請求項１の方法
。
【請求項３】
前記呼の復旧トリガーは、
　前記移動局からの第１のメッセージをアクノレジするとき；および
　前記第１のメッセージのアクノレジに続いて、前記移動局から前記第１のメッセージを
所定回数受信するとき、発生する、請求項１の方法。
【請求項４】
前記隣接基地局セットの各々が代わりのチャネル上に送信する隣接基地局セットを用いて
ソフトハンドオフを確立することをさらに具備する、請求項１の方法。
【請求項５】
前記移動局からハンドオフ完了メッセージを受信することをさらに具備する、請求項４の
方法。
【請求項６】
前記移動局のアクティブセットを決定することをさらに具備する、請求項１の方法。
【請求項７】
前記移動局からパイロット信号測定メッセージを受信する、前記パイロット信号測定メッ
セージは基地局のセットに対する信号強度測定値を含む；および
　前記基地局のセットをアクティブセットに割当てる；
ことをさらに具備する、請求項６の方法。
【請求項８】
前記隣接基地局セット内の少なくとも１つの基地局が前記移動局からの信号を獲得し、さ
らに、前記少なくとも１つの基地局を前記アクティブセットに割当てることを具備する、
請求項６の方法。
【請求項９】
前記隣接基地局セット内の第１の隣接基地局は複数のデフォルトチャネルを有する、請求
項１の方法。
【請求項１０】
前記移動局は、呼復旧のために使用するために複数のデフォルトチャネルの１つを決定す
るための決定論的関数を使用する、請求項９の方法。
【請求項１１】
前記決定論的関数はハッシュ関数である、請求項１０の方法。
【請求項１２】
第１の識別子が前記移動局と関連し、
　前記第１の隣接基地局に前記第１の識別子を送信し；および
　前記第１の隣接基地局に、前記決定論的関数を用いて呼復旧のために使用するために前
記複数のデフォルトチャネルの１つを決定するように命令する；
ことをさらに具備する、請求項１０の方法。
【請求項１３】
下記を具備する無線装置：
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　アンテナ；
　前記アンテナと接続されるプロセッサ；
　前記アンテナおよび前記プロセッサと接続される送信回路：
　前記アンテナおよび前記プロセッサと接続される受信回路；
　１つの基地局の隣接する基地局のリストを受信するために前記プロセッサにより実行可
能なコンピュータ読取り可能な第１のセットの命令群、前記リストは前記隣接基地局セッ
トの各々のためのデフォルトチャネル割当てを含む；
　呼復旧トリガーを識別し、前記トリガーに応答して送信回路を無能にするために前記プ
ロセッサにより実行可能な第２のセットのコンピュータ読取り可能な命令群；および
　前記隣接基地局の少なくとも１つとハンドオフを確立するために前記プロセッサにより
実行可能な第３のセットのコンピュータ読取り可能な命令群。
【請求項１４】
下記を具備する無線装置：
　送信器回路；
　所定の電力制御命令を発生するために、呼復旧動作に続いて動作する復旧調節装置；お
よび
　前記復旧調節装置および前記送信器回路と接続され、前記電力制御命令に応答して前記
送信器回路を調節するように動作する電力調節装置。
【請求項１５】
前記所定の電力制御命令は、前記呼復旧の前の前記送信電力レベルに基づく、請求項１３
の装置。
【請求項１６】
前記所定の電力制御命令は前記呼復旧前の前記送信電力レベルに基づく、請求項１４の装
置。
【請求項１７】
前記所定の電力制御命令は、前記呼復旧の前記送信電力レベルに基づく、請求項１５の装
置。
【請求項１８】
コンピュータ実行可能な命令群を含むコンピュータ読取り可能な媒体上に具現化されたコ
ンピュータプログラムであって、前記プログラムは、
　特別のイベントを識別するように動作する第１のセットの命令群；
　前記特別のイベントの期間、呼の復旧を無能にするように動作する第２のセットの命令
群；および
　無線通信システムに前記特別のイベントを通知するように動作する第３のセットの命令
群から構成される。
【請求項１９】
前記特別のイベントは全地球測位システム（ＧＰＳ）サーチ動作である、請求項１８のコ
ンピュータプログラム。
【請求項２０】
前記特別のイベントは候補周波数サーチ動作である、請求項１９のコンピュータプログラ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は無線の音声およびデータ通信システムに関する。特に、この発明は無線通信
システムに関する呼復旧のための新規で改良された方法および装置に関する。
【関連出願】
【０００２】
　無線通信システムは一般に複数の基地局（ＢＳｓ）を含み、各基地局は複数の移動局（
ＭＳｓ）と通信するセルおよび／またはセクタと関連する。基地局は基地局コントローラ
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（ＢＳＣ）により制御される。移動局がシステムの全体に渡って移動すると、基地局から
受信した信号の品質が変動する。基地局と所定の移動局との間の通信リンクが劣化すると
、少なくとも１つの他の基地局とのリンクを確立することにより、通信を失うことを防止
することが可能である。ハンドオフプロセスは、そのような代わりの通信リンクの開始を
供給する。ハンドオフ状況において、インフラ基盤は種々の基地局および移動局と交渉す
る。しかしながら、信号品質が急速に劣化して、交渉が進まないことがしばしばある。
【０００３】
　それゆえ、種々の状況において、呼の復旧のための方法および装置の必要性がある。さ
らに、無線通信システムにおいて、呼復旧のための信頼できる方法の必要性がある。
【発明の開示】
【０００４】
　開示された実施の形態は、無線通信システムにおいて損害を受けた呼を復旧するための
新規で改良された方法を提供する。第１の観点によれば、複数の基地局を有する無線通信
システムであって、複数の基地局の各々は、隣接する基地局からなる隣接基地局セットを
有し、隣接する基地局の各々はデフォルトチャネルを有するシステムにおいて、方法は、
デフォルトチャネル情報を移動局に送信し；呼復旧トリガーの発生を検出し；および隣接
基地局内の全ての基地局に各デフォルトチャネル上に送信するように指示することを含む
。
【０００５】
　１つの観点において、無線装置は、アンテナ；アンテナに接続されたプロセッサ；アン
テナとプロセッサに接続された送信回路；アンテナとプロセッサに接続された受信回路；
基地局に対する隣接基地局のリストを受信するためにプロセッサにより実行可能な第１の
セットのコンピュータ読み取り可能な命令群、リストは隣接基地局の各々に対するデフォ
ルトチャネル割当てを含む；呼復旧トリガーを識別し、それに応答して送信回路を無効に
するためにプロセッサにより実行可能な第２のセットのコンピュータ読取り可能な命令群
；および隣接基地局の少なくとも１つとハンドオフを確立するためにプロセッサにより実
行可能な第３のセットのコンピュータ読取り可能な命令群を含む。
【０００６】
　他の観点において、無線装置は、送信器回路；呼復旧動作に続いて動作し、所定の電力
制御命令を発生する再生調節回路；および前記再生調節回路および前記送信器回路と接続
され、前記電力制御命令に応答して前記送信器回路を調節するように動作する電力調節装
置を含む。
【０００７】
　さらに他の観点において、コンピュータプログラムが、コンピュータ実行可能な命令を
含むコンピュータ読取り可能な媒体上に具現化され、前記プログラムは、特定の事象を識
別するように動作する第１のセットの命令群と、前記特定の事象の期間、呼の再生を無効
にするように動作する第２のセットの命令群と、無線通信システムに前記特定の事象を通
知するように動作する第３のセットの命令群を含む。
【発明の実施の形態】
【０００８】
　現在開示された方法および装置の特徴、目的、および利点は全体に渡って、同一部に同
符号を付した図面とともに以下に述べる詳細な説明からより明白になるであろう。
【０００９】
　一実施の形態に従う無線システムにおける呼の復旧のための方法は、潜在的に通信リン
クを失う危険がある移動局に対して、利用可能で呼の復旧が可能な隣接するセルおよび／
またはセクタに関する情報を供給する。呼の復旧可能な基地局の各々は所定のコードによ
り識別されるデフォルトの順方向呼復旧チャネルを有する。他の実施の形態において、１
隣接基地局あたり、１つ以上のデフォルトの順方向呼復旧チャネルが割当てられ、移動局
はＩＭＳＩ（国際移動局識別）、ＴＩＭＳＩ（暫定国際移動局識別）、ＥＳＮ（電子シリ
アル番号）、システム時間、またはそれらの組み合わせを用いてハッシュ関数を使用し、
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どのチャネルを用いて復旧可能な基地局からの送信を受信するかを決定論的に判断する。
次に、移動局はそのチャネルを用いて、復旧基地局からの信号を受信することができる。
移動局は、移動局が基地局をアクセスするとき、オーバーヘッドメッセージにより複数の
隣接する復旧基地局からの電力制御サブチャネルを結合するように指示されることができ
る。これは、また、呼開始時に、またはその移動局のためのアクティブセットが変化する
ときハンドオフ時に、移動局がアイドル状態で、すなわち連続通信リンクを持たずに、基
地局の範囲エリア内に移動局が移動するときに生じてもよい。
【００１０】
　図１は複数のセル１２、１４、１６、１８、２０、２２、２４を有する無線通信システ
ム１０を図解する。セル１２、１４、１６、１８、２０、２２、２４は無線エアーインタ
ーフェースを介してＢＳＣ２６と通信する。セル１２、１４、１６、１８、２０、２２、
２４の各々は、地理的および／または送信隣接基地局内のセルから構成される対応する隣
接基地局セットを有する。例えば、セル１８はセル１２、１４、１６、２０、２２、２４
を含む隣接基地局セットを有する。以下ＩＳ－９５規格と呼ぶ「デュアルモード広域スペ
クトラム拡散セルラシステムのためのＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ－９５移動局－基地局互換規
格」または、以下「ｃｄｍａ２０００規格」と呼ぶ「ｃｄｍａ２０００スペクトラム拡散
システムのための「ＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ－２０００規格」により仕様が定められる符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）システムのようなスペクトラム拡散送信システムにおいて、ス
ペクトラム拡散信号は同じチャネル帯域幅を占有し、各信号は固有の区別可能な擬似ラン
ダム雑音（ＰＮ）系列を有する。ＣＤＭＡの動作は、この特許出願の譲受人に譲渡され、
参照することにより明白に組み込まれる、米国特許第４，９０１、３０７（発明の名称：
「衛星または地上リピータを用いたスペクトラム拡散多元接続通信システム」）および米
国特許第５，１０３、４５９（発明の名称：「ＣＤＭＡ携帯電話システムにおいて波形を
発生するためのシステムおよび方法」）に記載されている。このようにして、複数のユー
ザが同じチャネル帯域幅を介して同時メッセージを送信する。
【００１１】
　図２は、ＭＳ３８と通信する、ＢＳ１のラベルが付された基地局３２を含む、図１のシ
ステム１０の一部を図解する。ＢＳ１は図１のセル１８内にある。それぞれＢＳ２、およ
びＢＳ３のラベルが付された２つの他の基地局３４、３６がそれぞれセル１６、２４内に
ある。無線エアーインターフェースはＢＳ１　３２からＭＳ３８への通信のための順方向
リンク（ＦＬ）のための媒体を供給し、ＭＳ３８からＢＳ１　３２への逆方向リンク（Ｒ
Ｌ）のための媒体を供給する。留意すべきはＭＳ３８は、ＢＳ１　３２への信号品質およ
びＢＳ１　３２からの信号品質が悪化するようにシステム１０内を移動するかもしれない
という点である。呼を開始するために、ＭＳ３８はアクセスチャネル上に送信を送信する
。ＢＳ１　３２、ＢＳ２　３４およびＢＳ３　３６はチャネル割当てメッセージをページ
ングチャネル上に送信する。チャネル割当ては各基地局に対してウオルシュコードインデ
ックスを識別する。
【００１２】
　信号品質は一般に信号対雑音比（ＳＮＲ）として測定され、合計の受信した出力密度（
Ｅｃ／Ｉｏ）に対するパイロット信号エネルギーとして表現してもよい。図３はＢＳ１　
３２およびＢＳ２　３４に対してＭＳ　３８において測定される信号品質のプロットを図
解する。ＢＳ２　３４に対する信号品質は時刻ｔ０において増加し始め、時刻ｔ１まで、
Ｔ＿ＡＤＤのラベルが付されたしきい値レベルを超えて増加し続ける。しきい値レベルＴ
＿ＡＤＤは基準信号品質を供給する。この基準信号品質を超えると、ＭＳ３８は、基地局
をアクティブセット（ＡＳ）に追加するように基地局に通知するように指示される。ＡＳ
は、送信通信と受信通信の両方をＭＳ３８と能動的に通信している基地局から構成される
。ＡＳは一般に候補セット（ＣＳ）内にある基地局から選択される。ＣＳはＭＳ３８との
能動通信者となる候補である基地局を含む。ＣＳは、一般に隣接基地局セット（ＮＳ）内
の基地局から選択される。
【００１３】
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　図３について続けると、ＢＳ２　３４の信号品質が改善されている間、ＢＳ１　３２の
信号品質は、悪化している。所定の基地局に対する信号品質は、存在する他のすべての信
号に対する基地局からの信号エネルギーの比較であるので、ＢＳ２　３４から受信した信
号のエネルギーレベルの増分はＢＳ１　３２からの信号の悪化に追加する。時刻ｔ１にお
いて、ＭＳ３８はＴ＿ＡＤＤを越えるＢＳ２　３４の信号エネルギーを測定する。これは
、ＭＳ３８に適当な行動が必要であることを示す、すなわちこれはハンドオフのためのト
リガーである。時刻ｔ２において、ＭＳ　３８はＢＳ１　３２およびＢＳＣ２６に、ＢＳ
１　３２およびＢＳ２　３４両方のための測定情報を含むパイロット強度測定メッセージ
（ＰＳＭＭ）を送信する。時刻ｔ３において、ＢＳＣ２６はＭＳ３８のためにＢＳＣ２６
からＢＳ２　３４へのリンクを構成する。ＢＳＣ２６はセレクタを含む。ＢＳＣ２６はＭ
Ｓ３８に対して、ＢＳ１　３２、ＢＳ２　３４およびＢＳＣ２６との間の「迂回中継」通
信ネットワークを形成する通信リンクを構成する。時刻ｔ４において、ＢＳ１　３２はＢ
Ｓ１　３２およびＢＳ２　３４を識別する情報を含むハンドオフ方向メッセ－ジ（ＨＤＭ
）を送信し、ＢＳ１　３２およびＢＳ２　３４からの順方向リンク（ＦＬ）チャネルに対
して相関する符号インデックスを送信する。この情報によって、ＭＳ３８はＢＳ１　３２
およびＢＳ２　３４の両方から信号を受信し復調することができる。時刻ｔ５において、
ＭＳ３８はＢＳ１　３２からＨＤＭを受信し、ＢＳ１　３２からの信号に加えて、ＢＳ２
　３４からの信号を復調し始める。留意すべきは、この例において、唯一つの新しい基地
局がハンドオフに含まれるという点である。しかしながら、いかなる数の基地局もこのよ
うなハンドオフ状況に含めてもよい。この場合、ＭＳ３８と通信するこれらの基地局はＡ
Ｓを形成する。ＭＳ３８がＡＳ内の複数の基地局から、シンボルを含む信号を受信すると
、ＭＳ３８はこれらの信号を結合してより強い信号を生じる。この結合プロセスはＦＬの
「ソフト結合」と呼ばれ、通常最適比結合で、すなわち信号品質に基づいて重み付けされ
て実行される。時刻ｔ６において、ＭＳ３８はＢＳ１　３２から受信されたＨＤＭに対す
るアクノレジメントを送信し、あるいはハンドオフの無事完了を示すハンドオフ完了メッ
セージ（ＨＣＭ）を送信する。
【００１４】
　再び図３を参照すると、ＢＳ２　３４の信号品質があまりにも急激に増加する状況が生
じるかもしれない。この場合、ＢＳ１　３２の信号強度に対するＢＳ２　３４の信号強度
はＢＳ１　３２の信号品質の悪化を助長する。ＭＳ３８はＢＳ２　３４を識別するために
必要な擬似ランダム雑音（ＰＮ）オフセットまたはＭＳ３８のためにＢＳ２　３４により
使用されるチャネルのような、ハンドオフのために必要な情報を受信する前にインフラ基
盤と通信することが妨害される。
【００１５】
　一般的なＣＤＭＡハンドオフプロセスにおいて、移動局が一方の基地局のカバーエリア
から他方の基地局のカバーエリアに移動すると、ハンドオフは、通信リンクの損失を防止
する。一方の種類のハンドオフ、すなわちソフトハンドオフにおいて、移動局は２以上の
基地局との接続を同時に維持する。移動局の現在のロケーションをソースセルと考えるこ
とができ、一方、移動局が移動する次のセルを目標セルと呼ぶことができる。移動局はレ
ーキタイプの受信器を用いて複数の基地局のＦＬ上で受信した複数の信号を復調する。２
つの信号が結合され、改良された品質を有する復号信号を生じる。ソフトハンドオフに含
まれる複数の基地局の各々は個別に受信した信号を復調するが、各々は復調し復号した情
報をＢＳＣに送信する。ＢＳＣは受信した複数のフレームから最良のフレームを選択する
セレクタを含む。他の種類のハンドオフをいろいろな条件およびシステム要件に対して使
用することができる。
【００１６】
　移動補助ハンドオフ（ＭＡＨＯ）において、複数の移動局からのＦＬパイロット信号に
対して信号品質の測定を行なう。この情報はソース基地局に報告される。基地局をＡＳに
追加するために信号品質はいろいろなしきい値と比較される。所定のパイロットの信号品
質がパイロット検出しきい値、Ｔ＿ＡＤＤより大きいなら、そのパイロットはＡＳに追加
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される。代わりの実施の形態において、パイロットは最初にＣＳに追加され、次に、ＡＳ
に追加される。実際において、しきい値は一方のセットから他方のセットに基地局のステ
ータスの転送を可能にする。
【００１７】
　呼の復旧は、ハンドオフネゴシエーションが可能でない場合に、情報を早めに移動局に
供給する。呼の復旧はいろいろな状況で開始される。通常動作において、移動局および基
地局はトリガーを用いて、正しい動作を決定する。たとえば、システム１０内で動作して
いる移動局は、いろいろなしきい値を用いて何の情報が基地局に報告されるかに関して判
断を行う。上述した１つのしきい値Ｔ＿ＡＤＤは基地局をＡＳに追加する際の信号品質レ
ベルを示す。移動局が上記Ｔ＿ＡＤＤを測定する信号を受信すると、移動局はその基地局
をＣＳに移動し、その基地局に対してより頻繁にサーチし、この状態を既存のＡＳを介し
てシステムに報告する。他のしきい値Ｔ＿ＤＲＯＰは信号品質レベルを供給する。このレ
ベルを下回ると、基地局はＡＳからはずされる。移動局がＴ＿ＤＲＯＰより長い期間、Ｔ
＿ＤＲＯＰを下回る値を測定する信号を受信すると、移動局はこの状態を既存のＡＳを介
してシステムに報告する。いずれの場合にも、ＡＳ内の基地局はこの情報を基地局コント
ローラに中継する。
【００１８】
　呼の復旧の場合、ＡＳ内の基地局はいろいろな可能なトリガーのうちのいずれかを探す
。第１のタイプの呼の復旧トリガーは、他のしきい値レベルより長い期間、ＦＬ信号品質
があるしきい値を下回るとき生じる。このタイプのトリガーは、基地局における送信レベ
ルを増加するために移動局からの継続的な電力制御（ＰＣ）要求を基地局が受信するとき
を含む。基地局がすでに移動局に最大上限電力レベルで送信していることがしばしばある
。例えばＦＬトラヒック送信は所定の時間期間高いレベルで維持される。移動局は電力を
増加するために、多くの要求、すなわちＵＰコマンドを送ってもよい。あるいは、移動局
はたくさんの削除された部分を報告することもある。削除は、意図された値の確信なしに
しきい値レベル以上のビットが受信されたとき生じる。他の場合に、移動局は、その外側
ループセットポイントが高いまたは許された最大レベルにある、または延長された時間に
対するレベルにあることを基地局に示すメッセージを送信する。
【００１９】
　第２のタイプのトリガーはある応答が移動局から期待されているが応答がないまたは異
なる応答が受信されるとき生じる。このタイプのトリガーは移動局から、アクノレジメン
トを必要とする基地局により送信されたメッセージへのアクノレジメントの欠落を含む。
このメッセージはそのトリガーを満足する前に、所定数の回数再送信してもよい。この所
定数は固定であってもよいし、可変でもよく、放送で変更可能である。同様に、基地局は
、アクノレジメントを必要とする移動局から反復されたＲＬメッセージを受信するように
してもよい。この場合、メッセージはアクノレジメントの基地局送信の次に受信される。
【００２０】
　第３のタイプのトリガーは逆方向リンクの低品質に関連し、例えばＲＬのフレームエラ
ーレート（ＦＥＲ）がしきい値以上のときである。あるいは、ＲＬは所定の時間期間高レ
ベルに維持するようにしてもよい。さらに他の状況は高いＲＬセットポイントを持つよう
にしてもよい。ＡＳに追加される基地局は復旧行動を開始させる呼復旧トリガーも有する
。最も重要なトリガーは所定の移動局に関して潜在的な問題が存在するというＢＳＣから
の通知である。そのような場合には、基地局は移動局からの信号をサーチし始める。
【００２１】
　移動局はまた、呼の復旧に入るためにいろいろな呼の復旧トリガーを使用してもよい。
異常な数のエラーが受信信号にあるとき第１のタイプのトリガーが生じる。たとえば、移
動する窓に対してＦＬ消去が所定のしきい値レベルを超えるかもしれない。一実施の形態
において、しきい値レベルは削除があった１２の連続するフレームである。この場合、移
動局は移動局の送信器部分をオフにするであろう、そして、少なくとも２つのＦＬ連続フ
レームが削除を有さないとき送信器をオンに戻してもよい。
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【００２２】
　移動局のための第２のタイプの復旧トリガーは、移動局が電力の増加を指示するＰＣコ
マンドを基地局から受信するとき生じる。基地局は、移動局からの大きな径路損失により
ＲＬ信号を受信する困難性を有しているかもしれない。
【００２３】
　第３のタイプの復旧トリガーは、基地局からのアクノレジメントを必要とする１つ以上
のＲＬメッセージが認識されている最中でないとき生じる。これは再送信リトライトリガ
ーと呼ばれる。同様に、移動局からのメッセージに対して、基地局から不適当な応答があ
る場合もあるし、応答がない場合もある。移動局が実際にアクノレジメントを送信してい
るのに続いてアクノレジメントを必要とする反復されたＦＬメッセージを受信すると同様
のタイプのトリガーを生じる。
【００２４】
　第４のタイプの復旧トリガーは、移動局が所定の時間期間、高レベルで送信するとき生
じる。この場合、ＲＬは十分なエネルギーをもって基地局に到達している最中ではないと
仮定される。
【００２５】
　一実施の形態において、１つまたは複数の種々の呼復旧トリガーに対して柔軟なしきい
値が実現される。呼復旧トリガーは、システム１０内で送信する複数の試みに基づいてい
てもよい。これらの試みはシグナリング(signaling)と物理リンクとの間のリンク層にお
いてしばしば行なわれる。リンク層はレイヤ２と呼ばれ、図８に関して以下に記載される
。図１のシステム１０のような復旧可能なシステムにおいて、ＦＬのような通信リンクが
悪化しつつあるとき、呼を維持するためにＭＳ３８は復旧手続きを実行する。トリガーは
、しばしば復旧動作を開始する。この場合、トリガーは、パラメータまたは測定基準がし
きい値を超えるときを示す。これらのしきい値は、システム１０の条件および環境に適応
して動的であってよい。同様に、しきい値はシステム１０の動作の履歴または統計的記録
に基づいて調節してもよい。
【００２６】
　一実施の形態において、ＲＬ上での反復送信の数、または連続する削除間の時間、また
はＭＳ３８の送信器を無効にすることは、ＢＳ１　３２および／またはＢＳＣ２６のよう
なシステムインフラ基盤から送信された命令に応答するようにしてもよい。代わりの実施
の形態において、指定された最大数の許容再送信のような、特定の動作に対して固定のパ
ラメータが定義される。他の実施の形態において、移動条件および／またはロケーション
はトリガーを提供する。所定の最大値に対するＭＳ３８の現在の送信レベルの近似は呼の
復旧をトリガーしてもよい。他のトリガーは、現在のＡＳにおいて送信の削除により測定
されるＦＬの品質、内部ループ電力制御における不足、この場合ＭＳ３８が望むＳＮＲが
内部ループ等により供給されるＳＮＲと異なる。さらに、他の実施の形態は特定のパラメ
ータおよび移動条件をトリガーとして結合してもよい。
【００２７】
　システムインフラ基盤１０は呼の復旧トリガーのしきい値を決定する際に役に立つ、動
作型の情報を供給してもよい、そして、トリガーしきい値として使用するためにＭＳ３８
に供給される固定パラメータを選択する際にそのような情報を使用してもよい。一実施の
形態において、障害のあるまたは欠落した呼によりリトライの一般的な数は。
【００２８】
代わりの実施の形態は、しきい値を設定し調節するためにＲＬのローディングを使用する
。さらに、代わりの実施の形態は、所定のセルのセクタのような、システム１０内のＭＳ
３８のロケーションを使用してもよい。さらに他の実施の形態において、周知の移動トラ
ヒックパターンと協調して、曜日および／または日時を考慮する。これらの機構のいずれ
かの組合せも、適用可能な場合または必要な場合実現してもよい。
【００２９】
　図１および２のシステム１０において、各基地局３２、３４、３６は、基地局が通信す
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る移動局にオーバーヘッド情報を送信する。各ＢＳ３２、３４、３６のためのオーバーヘ
ッド情報はそれぞれの隣接基地局リストを含む。隣接基地局リストは、隣接基地局の対応
する擬似ランダム雑音（ＰＮ）コードオフセットを特定する。
【００３０】
　図４を参照すると、ＢＳＣ２６は、ＢＳ１　３２およびＢＳ２　３４と迂回中継接続を
構成することによりいろいろなトリガーのいずれかに応答する。一実施の形態に従って、
呼復旧の方法１００は図６に図解するように開始される。一例のための特定の信号品質プ
ロットは図５に図解される。この例において、潜在的問題を有するＭＳ３８を特定するた
めの時間がある。
【００３１】
　図６Ａおよび６Ｂに図解する一実施の形態の呼復旧方法１００において、ステップ１０
２において、ＢＳ１　３２は、隣接する基地局（基地局群）のセットのためのデフォルト
チャネル割当てをＭＳ３８に送信する。隣接基地局セット内の基地局は復旧可能な装置で
あり、呼復旧を実現するために必要なソフトウエアおよび／またはハードウエアを有し、
隣接基地局セットを送信する基地局のカバーエリアを重ね合わせるカバーエリア（カバー
エリア群）を有する。デフォルトチャネル割当ては、ＢＳ２　３４のコードを含めて、隣
接基地局セット内の基地局により使用されるデフォルトチャネルコードインデックスを識
別する。復旧可能な隣接基地局セット内の基地局の各々は、呼復旧を必要としている移動
局を特定するために使用されるであろうデフォルト拡散コードを有する。一実施形態の拡
散コードは特定のウオルシュコードである。ＢＳ２　３４はステップ１０４において、再
送信リトライトリガーをＭＳ３８に送信する。再送信リトライトリガーは、呼復旧動作を
開始する前にＭＳ３８が許容するリトライの数を指図する。次に、ＢＳ１　３２は復旧ト
リガーが生じたかを判断ひし形１０６で判断する。復旧トリガーが生じていないなら、処
理はトリガーの発生を待つ。トリガーが発生すると、処理はステップ１０８に続き、ＢＳ
１　３２のＮＳ内のすべての基地局に、ＭＳ３８に対応するそれぞれのデフォルトチャネ
ルに送信するように命令する。留意すべきは、ＮＳ内の基地局のいくつかはＦＬまたはＲ
Ｌの弱さにより通信リンクを確立できないかもしれないが、ＮＳ内の各基地局はＭＳ３８
に送信を開始する。複数の送信はＭＳ３８においてより強いＦＬ信号を供給し、より信頼
できるＲＬをＢＳＣ２６に供給する。
【００３２】
　留意すべきは、この実施の形態によれば、ＲＬメッセージのリトライの数、または連続
した削除を考慮した時間量はＢＳＣ２６により決定され、無線リンク専用メッセージおよ
び放送を介してＭＳ３８に供給されるという点である。代わりの実施の形態は、他のパラ
メータと区別される固定パラメータを使用する。一実施の形態は移動条件の関数を組み込
む。移動条件は、最大送信レベルに比べて、ＭＳ３８の実際の送信レベルがどのくらい接
近しているかを考慮することができる。同様に他の移動条件は、現在のＡＳ上の削除のよ
うなＦＬの品質を考慮する。さらに、他の移動条件は内部ループの不足を考慮する。内部
ループ不足は、目標ＳＮＲと、内部ループＰＣにより供給されるＳＮＲとの間の差である
。他の実施の形態は移動条件を送信のタイプと結合する。
【００３３】
　許容可能なリトライの数は、欠落した呼または障害のある呼に関連する統計データに従
って調節してもよい。例えば、それを超えると、障害のある呼の大部分が復旧しないリト
ライの平均数があってもよい。他の考慮すべき事柄はＲＬ負荷、ＭＳ３８のロケーション
、および／または日時または年月日を含む。後者の場合、ある移動トラヒックパターンは
高速な呼の復旧を必要とする携帯電話の数に影響を及ぼす。
【００３４】
　図６Ａを続けると、ＢＳＣ２６はステップ１１０において、ＭＳの現在のＡＳを決定す
る。次に、ＢＳＣ２６はステップ１１２においてＨＤＭタイマーをイニシャライズし、ス
テップ１１４においてＨＤＭを送信する。この時点で、システム１０は通信リンクをデフ
ォルトチャネルからはずしたいと望む。デフォルトチャネルはシステム１０内の移動局の
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いずれかによる使用に利用可能であり、それゆえ、使用が最適化される。ＭＳ３８は所定
のデフォルトチャネルを利用するけれども、そのチャネルは他の移動局による使用に利用
できない。ＮＳ内の基地局はデフォルトチャネル上での送信と並列に代わりのチャネルま
たは新しいチャネル上での送信を開始するように命令される。これはハンドオフ状態の開
始である。
【００３５】
　判断ひし形１１８において、ＢＳＣ２６が、ハンドオフが完了したことを示すメッセー
ジをＭＳ３８から受信したならば、処理はステップ１２０に続き、デフォルトチャネル上
のＮＳのメンバーとのＭＳ３８通信リンクを中止する。次に処理はステップ１２４に続く
。逆に、ハンドオフ完了メッセージが受信されないなら、ＢＳＣ２６は判断ひし形１２２
でＨＤＭタイマーが満了かどうかチェックする。ＨＤＭタイマーが満了したなら、適当な
デフォルトチャネルがＭＳ３８への送信を終了し、ステップ１２４において呼の復旧がキ
ャンセルされ、ステップ１２５において、デフォルトチャネルと新しいチャネルの両方の
使用が中止される。ステップ１２６において正常動作を再開する。判断ひし形１２２にお
いてタイマーが満了しなかったならば、処理は判断ひし形１１８に戻り、ＭＳ３８からの
ハンドオフ完了メッセージを待つ。
【００３６】
　図６Ｂは方法１００の一部を詳述したものであり、ステップ１１０は、ステップ１３０
においてタイマーをイニシャライズするものとして図解される。ＢＳＣ２６は判断ひし形
１３２でＭＳ３８からのＰＳＭＭをチェックする。ＰＳＭＭが受信されたなら、処理はス
テップ１３４に続き、ＰＳＭＭに含まれる隣接基地局を含むようにＡＳを設定する。ＰＳ
ＭＭが受信されないなら、処理は判断ひし形１３８に続き、（ステップ１３０においてイ
ニシャライズされた）タイマーが満了かどうか判断する。タイマーが満了ならば、処理は
判断ひし形１４４に続く。タイマーが満了でなければ、処理は判断ひし形１３２に戻る。
【００３７】
　ステップ１３４においてＡＳが設定された後、判断ひし形１３６においてＲＬが強調さ
れるなら、ＢＳＣ２６は判断ひし形１４０において、ＭＳ３８信号（信号群）を獲得した
ＰＳＭＭ内に含まれない、隣接基地局があるかどうか判断する。これらの隣接基地局は、
ヒアリング(Hearing)隣接基地局（ＨＮ）と呼ばれ、ステップ１４２においてＡＳに追加
される。次に、処理は図６Ａのステップ１１２に戻る。
【００３８】
　ＰＳＭＭを受信することなしにタイマーが満了したなら、ＢＳＣ２６は、判断ひし形１
４４において、隣接基地局がＲＬ　ＭＳ３８信号（信号群）、すなわちＨＮを獲得したか
どうかを判断する。この場合、ＡＳはステップ１４６においてこれらのＨＮを含むように
設定される。判断ひし形１４４において、ＨＮが見つからないなら、呼の復旧はステップ
１４８において終了し、呼が終了される。
【００３９】
　判断ひし形１１０において、方法は、ＭＳ３８の送信器がオフかどうか判断する。送信
器がオフなら、ＢＳＣ２６は、ステップ１１０においてＭＳ３８に、送信器をオンにする
ように命令する。
【００４０】
　一実施の形態のための、移動局の呼の復旧方法２００は図７に図解される。ステップ２
０２において、ＭＳ３８はＡＳ（０）内の基地局と通信する。これは現在のＡＳを特定す
る。復旧トリガーがステップ２０４において生じたなら、処理は判断ひし形２０８に続く
。復旧トリガーは上述したトリガーの１つであり得る、またはＭＳ３８が救済タイプの動
作を必要としている代替表示であり得る。すなわち、ＭＳ３８は恐らくＦＬ通信リンクを
失いつつある。トリガーを生じなければ、ステップ２０６において正常動作を再開する。
判断ひし形２０８はＭＳ３８の送信器がイネーブルかどうか判断する。送信器がイネーブ
ルなら、処理はステップ２１４に続き、そうでなければ、ＭＳ３８は判断ひし形２１０に
おいてトリガー状態をチェックする。ＭＳ３８が送信器をディスエーブルにすることを示
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すトリガー状態が存在するなら、適当な動作がステップ２１２において行なわれ、処理は
ステップ２１４に続く。送信器がディスエーブルされることをトリガーが示していないな
ら、処理はステップ２１４に続く。ステップ２１４において、待ちタイマーがセットされ
る。待ちタイマーは判断ひし形２１６においてチェックされ、満了していれば、ステップ
２１８において復旧タイマーが開始される。待ちタイマーが満了していなかったならば、
処理は判断ひし形２２２に続きＭＳ３８は正常な動作モードに戻ったかどうか判断する。
正常動作はステップ２０６から続き、そうでなければ、処理は戻り、待ちタイマーの満了
を待つ。
【００４１】
　図７について続けると、ステップ２１８から、ＭＳ３８の送信器がディスエーブルなら
、ステップ２２０において、送信器はイネーブルにされる。ＭＳ３８は時間期間Ｙに対し
て所定のプリアンブルを送信する。プリアンブルはＭＳ３８の送信についての情報を供給
するが、実際のデータまたはシンボルを供給しない。ＭＳ３８はステップ２２８において
ＰＳＭＭ情報を送信する。判断ひし形２３０において、ＨＤＭが受信されたなら、または
ＰＳＭＭを確認するアクノレジメントが受信されるなら、ＡＳが更新された後、ＭＳ３８
は所定の時間期間待つ処理に進む。判断ひし形２３０においてＨＤＭまたはＰＳＭＭアク
ノレジメントが受信されないなら、処理は判断ひし形２３２に続き、ＰＳＭＭが最大許容
回数以上送信されなかったことをチェックする。ＰＳＭＭを再送信できるなら、すなわち
最大値に到達していないなら、処理はステップ２２８に戻り、ＰＳＭＭが再送信される。
しかしながら、最大値に到達していたなら、処理はステップ２３６に続き、呼の復旧が終
了される。
【００４２】
　呼復旧の代わりの方法に従って、ＢＳＣ２６はＢＳ１　３２の復旧可能な隣接基地局の
すべてに潜在的な問題を通知する。ＢＳＣはＭＳ３８にＭＳ３８の送信器部分をオンにす
るように命令し、隣接基地局セット内の基地局（基地局群）にＭＳ３８をよく聞くように
命令する。ＭＳ３８からの信号を検出または獲得すると、隣接基地局セット内の各基地局
は報告書を送信する。報告書は基地局のサブセットから受信され、サブセットは、隣接基
地局セット内のすべての基地局または基地局の一部を含んでよい。ＢＳＣ２６はＭＳ３８
にサブセット内の各基地局のデフォルトチャネルを通知する。従って、サブセットの基地
局は適当なデフォルトチャネルを使って、ＭＳ３８との通信を開始する。
【００４３】
　さらに他の方法において、隣接基地局セットのサブセットは最も最近に送信されたＰＳ
ＭＭに基づいて判断される。最後に送信されたＰＳＭＭは正しく受信されなかったかも知
れないという問題が存在する。その場合、サブセットを特定するために使用されたＰＳＭ
Ｍは正しくない。一例として、最後に受信したＰＳＭＭはＢＳ１　３２およびＢＳ３　３
６を特定するが、ＭＳ３８が、受信されなかったＢＳ１　３２およびＢＳ２　３４を特定
する次のＰＳＭＭを送信したとき、呼の復旧は阻止される。ＢＳＣ２６はＢＳ３　３６と
迂回中継ネットワークを構成し、ＢＳ３　３６はデフォルトチャネル上でＭＳ３８に送信
を開始する。残念なことに、ＭＳ３８は、呼の復旧のためにＢＳ２　３４と通信を確立す
ると仮定し、異なるデフォルトチャネルに関するものでなければ準備をする。
【００４４】
ＢＳ３　３６からの過度の送信が浪費され、事実上システム１０内により多くの雑音を作
る。
【００４５】
　呼の復旧がＭＳ３８により開始されると、タイマーを用いて、呼の復旧トリガーの発生
に続いて起こるそのような開始を遅延してもよい。タイマーの時間期間はＢＳＣ２６によ
り設定してもよい。タイマーが満了すると、ＭＳ３８はプリアンブルをＲＬパイロットチ
ャネル上に送信する。プリアンブルは、呼復旧メッセージを含む。一実施の形態において
、プリアンブルはＢＳＣ２６により設定してもよい所定の定数である。代わりの実施の形
態において、プリアンブルはシステムオペレータにより決定される可変長である。プリア
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ンブルの送信に続いて、ＭＳ３８はＦＬ変更に関するメッセージを送信する。このメッセ
ージはＰＳＭＭであってよい。このメッセージはＢＳ２　３４による受信を確実なものに
するために、多数回送信してもよい。上述の方法を組み合わせることにより呼の復旧に対
して種々の利点を提供する。一実施の形態において、呼の復旧方法はソースセル基地局の
無線送信環境に基づく。復旧可能である隣接基地局の数が小さい、例えば２であるとき、
ＢＳＣ２６はすべての隣接基地局に各デフォルトチャネルに送信するように命令する。Ａ
Ｓは更新され、ＭＳ３８の送信器は遅延無くイネーブルにされる。復旧可能であるより大
きなセットの隣接基地局の場合、ＢＳＣ２６は隣接基地局にＭＳ３８からの信号を聞くよ
うに命令する。隣接基地局がＭＳ３８から信号を受信できるかどうかに関して隣接基地局
が報告するのを待つのに被る遅延の後で、これらのヒアリング隣接基地局はデフォルトチ
ャネルを使用するように命令される。同様に、所定の時間期間内にＰＳＭＭがＭＳ３８か
ら受信されるなら、ＰＳＭＭにより特定されるこれらの基地局はデフォルトチャネルを使
用するように命令される。留意すべきは、固定数の連続する良好なフレームにより定義さ
れるように、ＦＬが正しく動作しているなら、ＰＣサブチャネルを介して送信されたＰＣ
コマンドは正当であると考えられる。
【００４６】
　図８は層構造フォーマットにおける図１の無線通信システム１０のアーキテクチャを図
解する。アーキテクチャ７００は３つの層を含む。すなわちシグナリング層７０２、リン
ク層７０４、および物理層７０６である。シグナリング層７０２は上層シグナリング７０
８、データサービス７１０および音声サービス７１２を供給する。シグナリング層７０２
は音声、パケットデータ、簡単回路データ、および同時音声およびパケットデータサービ
スを提供する。プロトコルおよびサービスは下部の２つの層に対応するこの層において提
供される。リンク層７０４は、リンクアクセスコントロール（ＬＡＣ）サブレイヤ７１４
とミディアムアクセスコントロール（ＭＡＣ）サブレイヤ７１６に再分割される。アプリ
ケーションおよびシグナリングレイヤ７１２プロトコルはＬＡＣサブレイヤ７１４により
提供されるサービスを利用する。リンク層７０４はシグナリング層７０２の上位レベルプ
ロトコルおよびアプリケーションと物理層７０６との間のインタフェースとして機能する
。ＭＡＣサブレイヤ７１６はさらに多重化およびサービスの質（ＱｏＳ）配布ブロック７
２２を含む。リンク層７０４はシグナル層７０２を物理層７０６に接続する。物理層７０
６は送信の物理チャネル７２４から構成される。
【００４７】
　図９は一実施の形態に従う図１のシステム１０の動作のためのタイミングシナリオ(sce
nario)を提供する。図６Ａ、６Ｂおよび７の方法が参照される。水平軸は時間を表し、垂
直軸は送信のために使用される種々のチャネルを表す。ソースセル基地局ＢＳ１　３２が
中央に与えられる。そしてそこで、情報がトラヒックチャネルを介してＭＳ３８に送信さ
れる。ＭＳ３８に対して２つのチャネルが図解される。送信チャネルＴｘおよび受信チャ
ネルＲｘである。受信チャネルに対して２つのシナリオが図解される。Ｒｘ１およびＲｘ

２である。また、隣接基地局に図解されているのは目標基地局ＢＳ２　３４である。デフ
ォルトチャネルと新しいチャネルは両方とも図解されている。新しいチャネルはハンドオ
フの後にＭＳ３８と通信するために使用されるチャネルである。処理は、ＭＳ３８がＡＳ
（０）として識別される第１のＡＳからの送信を受信することで始まる。ＭＳ３８は同時
にソースセルＢＳ１　３２に対してトラヒックチャネル上に送信している。時刻ｔ１にお
いて呼復旧トリガーが生じる。ＭＳ３８およびＢＳ１　３２は共にこのトリガーを認識す
る。留意すべきは、このトリガーは、ＦＬの送信電力を増加するためにＭＳ３８からＢＳ
１　３２への連続したＰＣ要求のような共通のイベントであってもよいし、ＭＳ３８とＢ
Ｓ１　３２に対して別個のイベントであってもよい。また、ＭＳ３８およびＢＳ１　３２
はトリガー（トリガー群）を同時に認識しなくてもよい。しばしば、ＭＳ３８はＦＬが故
障の期間、ＢＳ１　３２より前にトリガーを認識する立場にある可能性がある。
【００４８】
　時刻ｔ１においてトリガーが識別されると、ＢＳＣ２６は隣接基地局ＢＳ２　３４から



(13) JP 2008-199608 A 2008.8.28

10

20

30

40

50

デフォルトチャネル送信を開始する。時刻ｔ２に対してＢＳ２　３４はＭＳ３８に向けて
デフォルトチャネル上に送信を開始する。この送信はＢＳ１　３２からの同一の送信と並
行している。トリガーが発生すると、ＭＳ３８は所定の待ち時間期間、送信器をディスエ
ーブルにする。時刻ｔ３において、待ち期間が終了し、ＭＳ３８は時間期間Ｙの間プリア
ンブルを送信する。同時に、ＭＳ３８のＡＳはＡＳ（０）からＡＳ（１）に変更される。
ＡＳ（１）において識別される基地局は、最後のＰＳＭＭにおいて引用されたすべての基
地局である。
【００４９】
代わりの実施の形態において、ＡＳ（１）はＢＳ１　３２のすべての隣接基地局およびＢ
Ｓ１　３２自体であってもよい。
【００５０】
　時刻ｔ４において、プリアンブルが終了し、ＭＳ３８は現在のＰＳＭＭの送信を開始す
る。時刻ｔ５において、ＰＳＭＭの受信に応答してＢＳ１　３２およびＢＳ２　３４は時
刻ｔ６においてＨＤＭを送信する。ＨＤＭは時刻ｔ８においてＡＳをＡＳ（２）に変更す
るように信号を送る。留意すべきは次のＰＳＭＭが時刻ｔ７において送信される点である
。ＰＳＭＭはＭＳ３８において受信される信号を識別するために周期的にまたは連続的に
送信される。
【００５１】
　時刻ｔ８において、ＢＳ２　３４はＭＳ３８に対して新しいチャネル上に送信を開始す
る。時刻ｔ９において、ＭＳ３８はデフォルトチャネル上に、ＭＳ３８に対する送信の終
了をトリガーするＨＣＭを送信する。一実施の形態において、ＨＣＭは、その正しい受信
が基地局によりアクノレジされるまで周期的または連続的に送信される。図９に図解する
シナリオにおいて、復旧は時刻ｔ２において開始し、時刻ｔ９において終了する。時刻ｔ
９においてハンドオフが完了し、そしてＢＳ２　３４はＭＳ３８に対する現在のソースセ
ル基地局である。
【００５２】
　代わりのシナリオが受信チャネルＲｘ２に対して図解される。ここでは、ＡＳ（０）は
時刻ｔ５までアクティブのままである。時刻ｔ５の後、ＭＳ３８は所定期間ＸＡＳ（０）
から連続して受信し、その後ＡＳ（１）への変更がある。これは、復旧のためにＭＳ３０
に送信するために、基地局側が、ＢＳ１　３２の復旧可能な隣接基地局のサブセットに関
して決定するための延長時間を考慮する。時刻ｔ８において、ＨＤＭに応答してＡＳ（１
）からＡＳ（２）への次の変更がある。このシナリオはＭＳ３８から信号を獲得すること
のできるこれらの隣接基地局のみが各デフォルトチャネルを介して送信するように命令さ
れる。
【００５３】
　呼の復旧が完了し、ハンドオフが達成されると、ＭＳ２８は初期送信電力レベルを決定
しなければならない。一実施の形態によれば、図１のシステム１０は送信電力レベルの調
節のために閉ループ電力制御を使用する。代わりの実施の形態は電力制御のさらなる開ル
ープ方法を使用してもよい。開ループは受信器が直接含まれない送信器（携帯電話または
基地局）制御動作に言及する。例えば、特定の逆方向リンク開ループ電力制御は、順方向
リンクを介して基地局から受信した信号の電力レベルに基づいて逆方向リンク送信電力を
調節するように携帯電話に要求する。閉ループ電力制御は開ループ動作を拡大する、それ
により受信器は電力調節判断を行うことに積極的に参加する。例えばＲＬ閉ループ電力制
御の場合、基地局は所定の携帯電話から受信した信号の電力レベルをしきい値と比較する
。次に、基地局は比較結果に従って、携帯電話に逆方向リンク送信電力を増加または減少
するように命令する。逆に、携帯電話はＦＬ上で受信した信号のレベルを監視し、ＦＬの
品質に関するフィードバックを基地局に供給する。閉ループ動作は所定のリンクのレイリ
ーフェージングのようなフェージングに関連する電力変動を補償するために使用される。
【００５４】
　待ちタイマーが満了する直後であって、電力制御の確立前に、ＭＳ３８は初期電力レベ
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ルで送信を開始する。ＲＬ送信電力レベルはＭＳ３８の送信器をディスエーブルにする直
前から再開するようにしてもよい。電力レベルは閉ループ電力制御が再開されるまでこの
初期レベルに留めておいてもよい。
【００５５】
　代わりの実施の形態において、電力レベルは送信器をディスエーブルする前の最後のレ
ベルにおいて開始され、電力制御が再開されるまで所定の割合で次第に増加される。増加
の速度は一般にＢＳ１　３２および／またはＢＳ２　３４により設定され、固定値または
可変であってよい。この増加は、ＲＬ閉ループ電力制御が再開されるまで続く。
【００５６】
　他の実施の形態はその帯域内の合計受信電力に基づく開ループ制御を用いて復旧を開始
する。この手続きはＩＳ－９５およびＩＳ－２０００に定義されるアクセス手続きに類似
している。これは、ＭＳ３８に認識できる複数の順方向リンク基地局に対して訂正しても
よい。開ループ制御は、閉ループ電力制御が再開するまで続く。図１０はこの実施の形態
に従う電力調節を図解する。水平軸は時間を表し、垂直軸は送信電力レベルを表す。最初
の時刻ｔ１において、送信電力は初期電力レベルにある。最初の時間期間の後、時刻ｔ２
において、送信電力は所定の増分値だけ増加される。増分値は固定値または、増加する時
間とともに増加または減少する変数であってよい。一実施の形態において、増分値はシス
テム１０の状態に適応し応答する。増分値はある時間期間から次の時間期間に増加または
減少してもよい。最後に所定数の時間期間の後で、所定の最大送信電力レベルに到達する
可能性がある。従って、送信電力は、閉ループ電力制御の再開を待ちながら最高限度にあ
る。
【００５７】
　さらに他の実施の形態において、初期送信電力は受信したパイロットの信号品質に基づ
く。信号品質は意図されたＡＳに対するパイロットＥｃ／ＩｏまたはパイロットＥｃによ
り測定される。開ループ電力制御において、送信電力は一般に
　Ｔｘ＝（－Ｒｘ）＋ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
として与えられる関係を有する。ただし、ｋは定数であり、ＴｘはＲＬ送信エネルギーで
ある、ＲｘはＦＬ受信エネルギーである。閉ループ電力制御方法の場合、送信電力は一般
に
　Ｔｘ＝（－Ｒｘ）＋ｋ＋ｙ（ｔ）　　　　　　　　　　　（２）として与えられる関係
を有する。そしてｙ（ｔ）は時刻ｔまでに受信したすべての正当な電力制御コマンドに基
づく累積訂正変数である。項（ｋ＋ｙ（ｔ））はβと呼ばれる。代わりの形式では、以下
の関係を保持する。
【００５８】
　Ｔｘ＋Ｒｘ＝ｋ＋ｙ（ｔ）　　　　　　　　　　　　　（３）
　初期送信電力の決定において、以前の送信のβを新しい送信に適用する。従って、新し
い送信電力レベルは
　Ｔｘ（ｔ）＝（－Ｒｘ（ｔ）＋Ｔｘ（０）＋Ｒｘ（０）　（４）
として計算される。但し、Ｔｘ（０）は呼復旧前の送信エネルギーであり、Ｒｘ（０）は
呼復旧前の受信エネルギーである。このように、電力レベルを受信するために、送信電力
レベルの以前の比に従って送信電力が調節される。
【００５９】
　携帯電話またはパーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）のような、図１のシステム
１０で動作する無線装置ＭＳ３８が図１１に図解される。ＭＳ３８は送受信のためのアン
テナ３００を含む。アンテナ３００は、送信器経路から受信器経路を絶縁するために送受
切換器３０２に接続される。送受切換器は受信器経路を形成する受信器回路３０８に接続
され、そして増幅器３０４および送信器経路を形成する送信器回路３０６に接続される。
増幅器３０４はさらに、増幅器３０４の制御を供給する電力調節装置３１０に接続される
。増幅器３０４は送信器回路３０６から送信信号を受信する。
【００６０】
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　アンテナ３００を介した受信信号は閉ループ電力制御方式を実現する電力制御装置３１
４に供給される。電力制御装置３１４は通信バス３１８に接続される。通信バス３１８は
ＭＳ３８内のモジュール間に共通の接続を供給する。通信バス３１８はさらにメモリ３２
２および復旧調節装置３１６に接続される。メモリ３２２はＭＳ３８に適用可能な種々の
動作および機能のためのコンピュータ読取り可能な命令を記憶する。プロセッサ３２０は
メモリ３２２に記憶された命令を実行する。標準的な動作条件の場合、電力制御ユニット
はマルチプレクサ３１２を介してＰＣ信号を電力調節装置３１０に発生する。次に、電力
調節装置３１０は、ＰＣ信号を増幅レベルとして増幅器３０４に転送する。
【００６１】
　呼の復旧が生じると、ＭＳ３８は送信器をディスエーブルにする可能性がある。送信器
が再びイネーブルにされると、ハンドオフ完了信号が復旧調節装置３１６に供給される。
ハンドオフ完了信号は復旧調節装置３１６に所定のＰＣ信号を発生するように命令する。
このようにして発生されたＰＣ信号は、上で述べた初期ＲＬ送信電力発生のためのいずれ
かの方式を実現してもよいし、代わりの方法を実現してもよい。ハンドオフ完了信号はマ
ルチプレクサ３１２を制御するためにも供給される。呼の復旧に続いて、復旧調節装置３
１６により発生されるＰＣ信号は電力調節装置３１０に送られる。並行して閉ループ電力
制御が開始する。閉ループ電力制御が完全に再開されると、ハンドオフ完了信号が無効状
態にされ、マルチプレクサ３１２は電力制御装置３１４により発生されたＰＣ信号を選択
し、電力調節装置３１０に供給する。復旧調節装置３１６の動作はソフトウエア命令で動
作するマイクロプロセッサ３２０により実行してもよいし、または高率的な信頼性のある
動作のためにハードウエアで実現してもよい。
【００６２】
　一実施の形態において、ＭＳ３８またはＢＳ１　３２の特定の動作は特別なイベントで
あると考えられる。この特別なイベントは偽のトリガーを生じさせるかもしれない種々の
条件および手続きを含む。言い換えれば、特別なイベントは、呼の復旧トリガーは生じる
が、呼は故障がない状況を形成するかもしれない。ひとつの特別なイベントは移動位置標
定サーチである。ＭＳ３８は、全地球測位システム（ＧＰＳ）信号のための代替周波数を
サーチするように指示される。ＧＰＳはＭＳ３８の位置またはＭＳ３８の位置の部分情報
を供給する。移動位置標定サーチは周期的または非周期的に行なわれる。一般に、ＭＳ３
８はそのようなサーチのタイミングに関する先験的情報を有する。他のイベントは、移動
局が、異なる周波数により基地局からの信号をサーチするために他の周波数に同調する周
波数間ハードハンドオフに備えて候補周波数サーチを含めてもよい。
【００６３】
　他のイベントはトリガーが無視される期間、ＭＳ３８により取られる行動を含めるよう
にしてもよい。これらのタイプのイベントにおいて、ＭＳ３８はソースセルに特別なイベ
ントを通知する。一実施の形態において、特別なイベントは、ＭＳ３８が異なる周波数に
よる隣接基地局からの信号を探すために異なる周波数に同調する候補周波数サーチである
。これは異なる周波数により範囲間のより良い遷移、例えばパーソナルコミュニケーショ
ンシステム（ＰＣＳ）周波数とセルラ周波数との間の切換を可能にする。この種の移動局
が開始した特別なイベントが起これば、ＭＳ３８は、特定の期間またはさらなる通知があ
るまで、ＭＳ３８に対するトリガーを無視するようにソースセルＢＳ１　３２に通知する
。
【００６４】
　一実施の形態によれば、特別なイベントの期間、そのような偽のトリガーを回避するた
めに、ＢＳ１　３２のようなソースセル基地局はそのイベントの許可を認め、少なくとも
いつイベントを開始するかおよびそのイベントに割当てられた時間の長さを含むイベント
のタイミングをＭＳ３８に通知する。ＭＳ３８およびそのＡＳ内の基地局は呼の復旧トリ
ガーがその特別のイベントの期間、この復旧を開始することを無能にする。
【００６５】
　代わりの実施の形態において、ＭＳ３８はＢＳ１　３２に近づきつつある特別なイベン
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トまたはこれらの特別なイベントのセットを通知する。この通知に応答して、ＢＳ１　３
２はこの特別なイベントを承認してもよいし、このイベントを拒否してもよいし、または
、このイベントを再スケジュールしてもよい。かさねて、これはＭＳ３８およびそのＡＳ
内の基地局に、その特別なイベントの期間、呼復旧トリガーを無能にするために十分な情
報を提供する。
【００６６】
　従って、ここに提示されるものは、無線通信システム内で通信を維持する新規で改良さ
れた方法である。移動局と対応するソースセル基地局との間の通信リンクが故障すると、
移動局およびインフラ基盤は潜在的な救助基地局を前準備する。ソースセル基地局は、潜
在的な救助者として、すべての復旧可能な隣接基地局と連絡を取る。復旧可能な隣接基地
局は、移動局とのソフトハンドオフに適応したあらかじめ定義されたデフォルトチャネル
を有する。デフォルトチャネルはハンドオフの初期の部分の期間、一時的に使用されるだ
けである。各救助基地局は、救助送信のためにデフォルトチャネルを使用するように命令
される。この救助送信は呼復旧動作であると考えられる。移動局は、救助基地局とソフト
ハンドオフを確立する。この場合ＦＬはデフォルトチャネルを使用する。従って、救助基
地局は代わりのチャネル上に送信を開始する。ハンドオフが完了すると、救助基地局は移
動局への送信に対してデフォルトチャネルの使用を中止する。一実施の形態において、ソ
ースセル基地局は移動局に、送信中のオーバーヘッドとしておよび通信リンク問題の発生
の前に、復旧可能な隣接基地局のリストを供給する。このようにして、ハンドオフ情報の
受信前にＦＬが失われる状況の場合、移動局はハンドオフを進めるための十分な情報を有
する。
【００６７】
　代わりの実施の形態において、１つ以上のデフォルトチャネルが隣接基地局ＢＳ２　３
４に割当てられる。複数のデフォルトチャネルまたは救助チャネルを使用することにより
、システム１０の呼復旧能力が増大する。従って、各隣接基地局はＭＳ３８のような１つ
以上の移動局の呼復旧に貢献することができる。動作中、呼の復旧前に、ソースセルＢＳ
１　３２はＭＳ３８にＢＳ２　３４に関連する複数のチャネルに対応する識別子を供給す
る。ＭＳ３８とＢＳ２　３４は各々、特定のチャネルに識別子をマッピングするために、
ハッシュ関数のような決定論的関数を記憶する。特にハッシュ関数の使用は、擬似ランダ
ム手続きである。さらに、電子シリアル番号がＭＳ３８に割当てられる。電子シリアル番
号はＭＳ３８に記憶してもよいし、呼の復旧時にＭＳ３８に供給するようにしてもよい。
呼の復旧時に、ソースセルＢＳ１　３２はＭＳ３８の電子シリアル番号をＢＳ２　３４に
供給する。ＢＳ２　３４およびＭＳ３８は共に所定の関数を適用して適当なデフォルトチ
ャネルを計算する。
【００６８】
　データ構造のためのハッシュ関数はそのデータ構造に正確に一つの探査を用いて、ワー
ドのセット内のキーワードの認識を可能にする。ハッシュ関数はその引数を所定のタイプ
の結果にマッピングする。ハッシュ関数は決定論的であり、状態が無い。すなわち、戻り
値は引数にのみ依存し、等しい引数は等しい結果を生ずる。衝突を最小にすることはハッ
シュ関数にとって重要であり、衝突は同じ値にハッシュする２つの異なる引数として定義
される。ハッシュ値の分布が均一であることも重要である。すなわち、ハッシュ関数が所
定のタイプの特定の値を戻す確率はハッシュ関数がその他の値を戻す確率とほぼ同じでな
ければならない。代わりの実施の形態において、他の形態の暗号関数が、呼復旧時に複数
のデフォルトチャネルの識別のために実現してもよい。
【００６９】
　例として、ここに開示した実施の形態に関連して記載した種々の実例となる論理ブロッ
ク、モジュール、回路およびアルゴリズムステップは、デジタルシグナルプロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトラン
ジスタロジック、例えばレジスタおよびＦＩＦＯのようなディスクリートハードウエアコ
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モジュールおよびプロセッサ、またはここに記載した機能を実行するように設計されたそ
れらの組合せを用いて実現または実行できる。プロセッサは有利にはマイクロプロセッサ
であり得るが、別の方法では、プロセッサは一般的なプロセッサ、コントローラ、マイク
ロコントローラ、または状態機械であり得る。ソフトウエアモジュールはＲＡＭメモリ、
フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、
ハードディスク、脱着可能ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または技術的に知られている他の形
態の記憶媒体に存在することができる。プロセッサはＡＳＩＣ（図示せず）に存在しても
よい。ＡＳＩＣは電話（図示せず）に存在してもよい。別の方法では、プロセッサは電話
に存在してもよい。プロセッサは、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せとして、または
ＤＳＰコア等と共に２つのマイクロプロセッサとして実現してもよい。
【００７０】
　好適実施の形態の上述の記載は当業者がこの発明を製作または使用可能にするために提
供される。これらの実施の形態に対する種々の変形は当業者には容易に明白であり、ここ
に定義される包括的概念は発明力の使用なしに他の実施の形態に適用してもよい。従って
、この発明はここに示した実施の形態に限定されることを意図したものではなく、ここに
開示される原理および新規な特徴に一致する最も広い範囲が許容されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】図１は、一実施の形態に従う無線通信システムをブロック図のフォームで図解す
る。
【図２】図２は一実施の形態に従って、図１の無線通信システムの一部をブロック図のフ
ォームで図解する。
【図３】図３は一実施の形態に従って、図２の無線システム内の２つの基地局の信号品質
をタイミング図のフォームで図解する。
【図４】図４は一実施の形態に従う再生の期間に、図１の無線通信システムの一部をブロ
ック図のフォームで図解する。
【図５】図５は一実施の形態に従う無線通信システム内の２つの基地局の信号品質をタイ
ミング図のフォームで図解する。
【図６Ａ】図６Ａは一実施の形態に従って基地局において呼の再生のための方法をフロー
チャートのフォームで図解する。
【図６Ｂ】図６Ｂは一実施の形態に従って基地局において呼の再生のための方法をフロー
チャートのフォームで図解する。
【図７Ａ】図７Ａは一実施の形態に従って、移動局において呼の再生のための方法をフロ
ーチャートのフォームで図解する。
【図７Ｂ】図７Ｂは一実施の形態に従って、移動局において呼の再生のための方法をフロ
ーチャートのフォームで図解する。
【図８】図８は一実施の形態に従って、図１のシステムのアーキテクチャレイヤをブロッ
ク図のフォームで図解する。
【図９】図９は一実施の形態に従って、図１のシステムの呼の再生動作をタイミング図の
フォームで図解する。
【図１０】図１０は、この発明の一実施の形態に従って、呼の再生に続いて移動局におけ
る送信電力レベルの初期化をタイミング図のフォームで図解する。
【図１１】図１１は図１のシステム内の無線装置動作をフローチャートのフォームで図解
する。



(18) JP 2008-199608 A 2008.8.28

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】
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【図６Ａ】 【図６Ｂ】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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